
前 後 前 後 前 後 前 後

欄 中学 高校

二 2 2 教職概論 2 ◎ ◎ 2 (2)

教育学原論 2 ◎ ◎ 2 (2)

教育心理学 2 ◎ ◎ 2 (2)

教育行政学 2 ◎ ◎ (2) 2

生涯学習論 2 ○ ○ 2 (2)

教育課程論 2 ◎ ◎ 2 (2)

理科教育法Ⅰ 2 ◎ ◎ 2

理科教育法Ⅱ 2 ◎ ○ 2

理科教育法Ⅲ 2 ○ ○ 2

理科教育法Ⅳ 2 ○ ○ 2

道徳教育の理論と方法 2 ◎ - 2 (2)

特別活動の理論と方法 2 ◎ ◎ (2) 2

教育の方法と技術 2 ◎ ◎ 2 (2)

生徒指導の理論と方法（進路指導を含む） 2 ◎ ◎ 2 (2)

教育相談の理論と方法 2 ◎ ◎ 2 (2)

1 1 教育実習Ⅰ 2 ◎ ◎ 2

教育実習Ⅱ 1 ◎ ○ 3

教育実習Ⅲ 2 ◎ ◎ 6

教育実習Ⅳ 1 ◎ ○ 3

六 2 2 教職実践演習（中・高） 2 ◎ ◎ 2

前 後 前 後 前 後 前 後

中学 高校

8 6 介護等体験の研究 2 ◎ ○ 2

中
学

　２０１３年度生　教職に関する科目
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授業科目

中学校教諭一種免許状

高等学校教諭一種免許状

単
位
数

最低修得
単位数

（理科）：生命薬科学科、環境危機管理学科、動物危機管理学科

（理科）：生命薬科学科、環境危機管理学科、動物危機管理学科

備考３年次

五

四

12 6

高
校

必･選

44

　教職科目

１年次 ２年次

　毎週授業時間数

４年次

備考欄等記載例

　教職科目

４年次

必･選

4 2

備考中
学

　◎：必修、○：選択

最低修得
単位数

単
位
数

　毎週授業時間数

２年次 ３年次高
校

１年次

（注）詳細は、P.61から記載されている「教職課程の履修」を確認すること。

（注）中学校教員免許状を取得しようとする者は、「介護等体験の研究」を修得し、「介護等体験」に

　２０１３年度生　教科又は教職に関する科目

授業科目

　　　参加しなければならない。


